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第
６２
回
九
州
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

福
岡
市
大
会

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
対
面
開
催
！

令
和
５
年
１０
月
８
日

（
日
）
福
岡
国
際
会
議
場
に
て

「第
６２

回
九
州
地
区
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会

福
岡
市
大
会

（兼

第
４０
回

福
岡
県
大
会
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
来
賓
の
方
を
迎
え
、
長
年
に
わ
た
り
育
成
会
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
表
彰
と
今
年
６
月
に
全
国
手
を

つ
な
ぐ

育
成
会
連
合
会

の
会
長
を
退
任
さ
れ
た
久
保
厚
子
氏
に
感
謝
状

の
贈
呈
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連

合
会
常
務
理
事
の
又
村
あ
お
い
氏

か
ら
以
下
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

（ｍ
）障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
動
向

②
障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正

０
）成
年
後
見
制
度
の
見
直
し
等

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合

会
は
、
全
国
か
ら
集
め
た
意
見
や

要
望
を
ま
と
め
、
国
に
当
事
者
の

声
と
し
て
伝
え
、
障
が
い
の
あ
る

人
た
ち
の
安
心

・
安
全
な
生
活
を

構
築
す
る
た
め
に
動
い
て
い
ま
す
。

β

全体会 式典

約
５
０
０
名
の

参
加
者
で
し
た
。

濾
洟
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鰺
朦
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会長 横山利恵子

ありがとうこざいました

この会報は、
共同募金の配分を受けて

作成したものです。

今
大
会
に
お

い
て
は
、
当
事
者
と
そ
の
家
族
た
ち
の
貴
重
な

研
修

の
場
と
な
り
ま
し
た
。
と
も
に
手
を

つ
な
ぎ
力
を
合
わ
せ

る
育
成
会
活
動
の
再
認
識
を
得
ら
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

全
体
会
テ
ー
マ

「親
な
き
後
の
本
人
の
暮
ら
し
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」

福
岡
市
の
障
が
い
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
長
池
田
顕
吾
氏

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
保
護
者
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

事
業
所
、
事
業
所
協
議
会
、
介
護
保
険
事
業
の
立
場
か
ら
４
名

の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
、
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
発
表
し
ま
し
た
。

（田
）グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
一
人
暮
ら
し

（サ
テ
ラ
イ
ト
型
）
将
来

へ
の
不
安
や
本
人
の
意
思
決
定
が
ど
の
よ
う
に
尊
重
さ
れ
る
か

②
親
と
し
て
の
我
が
子
の
将
来
に
係
る
不
安
や
喜
び

③
支
援
者
の
支
援
を
す
る
こ
と
の
必
要
性

①
一共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
福
祉
士
の
幅
広
い
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど

興
味
深
い
テ
ー
マ
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
し
た
。

助
言
者

の
又
村
あ
お
い
氏
か
ら
は
、
内
閣
府

の
資
料
を
提
示

さ
れ
な
が
ら
、
将
来

へ
の
備
え
、

障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
介
護

保
険

（
６５
歳
問
題
）
な
ど
に

つ

い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

将
来

へ
の
安
心

・
安
全
な
生

活

に
む

け

て

の
重

要

な

キ

ー

ワ
ー
ド
は
、
「
マ
ン

（パ
ー
ス
ン
）

パ
ワ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」
だ

と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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岡
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【疑
似
体
験
活
動
】

〇
大
野
城
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

「ま
ど
か
」

。
保
護
者
会

・
担
当
課
研
修

参

加

者

一
３０
名

実
施
目
時

一
５
月
１３
日

（土
）
Ｈ

一
〇０
～
１２

一
〇〇

実
施
場
所

¨
大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
野
城
市
施
設
団
体
連
絡
協
議
会

参

加

者

一
２０
名

実
施
目
時

¨
６
月
２２
日

（木
）
１０

¨
００
，
１１

一
〇〇

実
施
場
所

一
大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
筑
後
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
　
「ち

つ
き

や
ら
」

・
筑
後
市
小
学
校
特
別
支
援

教
育
部
会

参

加

者

五

名

実
施
日
時

一
８
月
３
日

（木
）

１４

一

〇０

～

１５

一

３０

実
施
場
所

一
筑
後
市
立
松
原
小
学
校

筑
後
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
二
区

参

加

者

一
１１
名

実
施
同
時

¨
９
月
２
日

（
ΓＬ
）

１３

¨
３０

～

１４

¨
１５

実
施
場
所

¨
筑
後
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
５９
回
福
祉
の
集

い

福
祉
活
動
実
践
者
合
同
研
修
会

参

加

者

一
２
０
７
名

実
施
日
時

一
９
月
２６
日

（火
）

１３

¨
５０
～
１５

一
Ю

実
施
場
所

一
筑
後
市
サ
ザ
ン
ク
ス

小
ホ
ー
ル

第59回福祉の集い

【障
害
基
礎
年
金
学
習
会
】

○
福
岡
県
立
小
郡
特
別
支
援
学
校

対

象

者

一
教
職
員
約
６０
名

実
施
日
時

一
８
月
２５
日

（金
）

１３

一

３０

～

１５

一

〇〇

実
施
場
所

一
福
岡
県
立
小
郡
特
別
支
援
学
校

昨
年
度
は
、
保
護
者
と
高
等
部
３
年

の
生
徒
を
対
象
に
学
習

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
夏
季
休
業
中
と
あ

つ
て
先
生
方

を
対
象
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

ｌ
時
間
余

の
障
害
基
礎
年
金

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
後
、
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。
学
習
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

・
障
害
基
礎
年
金
は

『恩
恵
で
な
く
、
権
利
』

・
保
護
者
に
対
し
て
具
体
的
に
説
明
で
き
る

・
障
害
基
礎
年
金
受
給

の
可
否
は
、
療
育
手
帳
の
判
定
で
な

く
、
診
断
書
が
重
要

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

○
福
岡
県
立
特
別
支
援
学
校

「福
岡
高
等
学
園
」

対

象

者

一
保
護
者
約
１５
名

実
施
日
時

一
１０
月
Ｈ
日

（水
）

１３

¨
００
～
１５

一
〇〇

実
施
場
所

一

「福
岡
高
等
学
園
」

昨
年
度
に
続
き
、
２
度
目

の
実
施
で
し
た
。
卒
業
生

の

進
路
は

一
般
就
労
が
多
く
、

「
年
金
申
請
、
受
給
は
で
き

な
い
」
と
の
思

い
込
み
を
払

拭
で
き
た
学
習
会
で
し
た
。

○
生
活
訓
練
事
業

バ
ス
ハ
イ
ク
、
公
共
施
設
利
用
訓
練

実
施
目

一
９
月
３
日

（日
）

場
　
所

一
立
山
温
泉

・
堂
の
上
巨
峰
園

参
加
者

一
４０
名

Ｃ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
開
催
事
業

懸
一る
一が
馨
一橿
一畿
一一会

。
公
共
施
設
利
用
、
親
睦
と
交
流

実
施
日

一
９
月
６
日

（水
）

場
　
所

¨
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
海
の
中
道

参
加
者

一
１８
名

○
芦
屋
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

○
中
間
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

○
つ
ば
さ
の
会

○
嘉
麻
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１０
月
７
日
現
在

0な傘

滲:ロ

繭
一鷺
一覇
一一懇
一・轟
一一一・一鬱
一一一・懸
一一一・ぐ
一一竃
磯
一一一畿

・
買
物
訓
練

・
公
共
施
設
利
用

実
施
日

一
９
月
１７
日

（日
）

場
　
所

一
北
九
州
市
科
学
館

イ
オ
ン
モ
ー
ル
八
幡
東

参
加
者

一
５０
名
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権
利
擁
護
研
修
会

障
害
基
礎
年
金
学
習
会

○
開
催
期
日

¨
令
和
５
年
１２
月
４
日

（月
）

１〇

一

〇０

～

１２

一

〇〇

〇
開
催
場
所

一
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
６
階

福
祉
特
２
会
議
室

○
対
象
者

・
定
員

¨
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
ｃ

但
し
、
定
員
１８
名

事
前
申
込
み
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
ｃ

Ｏ
内
容

一
障
害
基
礎
年
金
の
基
本
と
申
請
の
流
れ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴

（約
６０
分
）

意
見
交
換

・
質
疑
応
答

○
申
込
締
切
期
日

一
令
和
５
年
１１
月
２２
日

（水
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【申
込
み
時
の
記
載
事
項
】

１
．
氏
名

・
住
所

・
連
絡
先

２
．
所
属
先

（団
体
名

・
個
人
の
場
合
は
不
要
）

３
．
お
子
さ
ん
の
年
齢
又
は
学
校
名

（様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

【申
込
み
先

・
問
い
合
わ
せ
先
】

（公
社
）
福
岡
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
務
局

電
話

一
〇
９
２
‐
５
８
４
‐
４
３
７
４

を
ご

Ｘ

一
〇

９

２

１
５

８

４

１
４

３

７

８

ン
ヽヽ』
”
〓

一
】●
出〇
（腐
一」
庁
占
岸
暉
∽
①
一
〇
『
的

（担
当
　
岩
田
）

　̈
令
和
５
年
度

一
　

全
国
手
を
つ
な
ぐ
事
業
所
協
議
会

一
　

全
国
研
修
大
会
長
崎
県
大
会

大
会
テ
ー
マ

【本
人
を
主
体
と
し
た
生
き
が
い
を
感
じ
る

事
業
所
を
目
指
し
て
】

ヽ
障
害
者
総
合
支
援
法
改
正
法
施
行
後
３
年
の

見
直
し
及
び
報
酬
改
定
を
見
据
え
て
ヽ

０
開
催
日
時

一
令
和
６
年
２
月
■
日

（■
）

１〇

一

〇０

ヽ

１ ７

一

〇〇

０
開
催
場
所

一
出
島
メ
ッ
セ
長
崎

大
会
申
込
書
が
届
き
次
第
、
本
会
員
の
皆
さ
ま
に
送
付
い
た

し
ま
す
。
尚
、
会
員
外
の
皆
さ
ま
も
参
加
が
可
能
で
す
。

第
８
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
　
一

全
国
大
会
愛
媛
大
会
　
　
　
　
　
　
一

開
催
期
目

¨
令
和
６
年
１
月
２７
日

（土
）
・
２８
日

（日
）

開
催
場
所

一
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

（松
山
市
道
後
町
）

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

一
み
と
め
愛
　
さ
さ
え
愛

共
に
生
き
る
　
社
会
を
め
ざ
し
て

※
申
込
み
に
つ
い
て

一
１０
月
末
が
締
切
日
で
す
が
、
そ
の
後

も
中
込
み
が
可
能

で
す
。
左
記
の
専

用
中
込
み
サ
イ
ト

・
パ
ソ
コ
ン
版
か

ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〓
一けも
一ヽ
ヽ
メツク
く
メ

，
口
〕メく
一占
邸
一の
①
・〇
〇
コ
〕ヽ
①
く
①
●
一∽ヽ
一∽
“
●
”
”
Ｃ
‐①
ゴ
〓
“
の
い
Ｏ
Ｎ
∞

問

い
合
わ
せ
は
、
福
岡
県
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
ま

で

連
絡
先
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

(院内集会)急激な物価高騰や賃金 11昇 を踏まえた予算措置および

令和 6年度障害福祉サービス等報酬改定に向けた緊急要望
全国手をつなく育成会連合会が他の関係団体とともに緊急院内集会要望書を出しました_※ 抜粋

現在、1早 生労働省の「障害福祉サービス等報酬改定検討チーム」において、令和 6年度に実施される障害福祉サービス

等報酬改定に向けた議論が行われてお り、本年12月 の 予算編成過程で報酬の改定率が決定される 予定 となっています
が、私たちはこうした状況に危機感を抱 き、障害のある人たちが安心 して暮 いせる環境を守 り、障害福祉サービスの

二_上土ヱ立 i型ピ■二∠≧L玉 の機宣望)維持・向上と全型重生座堕豊Lイ |11土 ニビ丞笠玉皿菫左 |二 1自lけ て必要な政策の実現
を図るため、以 ドの通 り緊急要望をいたします_
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急激な物価高騰で厳しい生活状況に追い込まれている障害者、障害者世帯を対象にした、経済的支援を行つてくだ
さい。

(2逃塞壁塾型左」生生壁二2±22主と2三クとして機能の維持向上を図るために
障害福祉サービス事業者等に対して物価高騰分及び他産業分野との賃金格差を埋めるため、緊急の経済的な支援を
行うとともに、令和6年度の障害福祉サービス報酬改定に際しては、上記の視点を必ず盛り込んでください。ま
た、世の中の物価や給与の動向については毎年報酬に反映できるような仕組みとしてください。

育
成
会
の
大
会

・
研
修
会
の
ご
案
内

 ヽ   ′
＼ /
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全国手をつなぐ育成会連合会 発行

情報・交流誌「手をつなぐ」

◇機関紙「手をつなぐ」購読ご希望の皆さまは
本会事務局にお申し込みください。

。年間購読料 一口 3,900円 (送料別)

※送料は回数によって異なり、
一日 (1冊)の場合は年間240円 です。

【購読料のうち一口当たり50円 は災害発生時の

見舞金や支援活動資金に充てられます】

手をつなぐ9/10月 号表紙

【賛助会員会費は次の通りです】
知的障がいのある人たちが、 ノーマライゼ~ン ヨン

の理念の ド、自市 した地域生活をお くるために必要な

運動 を活発に展開するには、賛助会員の方々の支えが

必ヽ要で-1~

是非、ご1・;力 をお願い します .

◆会費 (個人会員)1回  2,000円/年
◆会費 (団体会員)1回  10,000円 /́年

◆会報「はぐくむ」で活動内容をお伝えします。

【ご入会については事務局までお問い合わせください】
公益社団法 人 ネ品1司 県手をつなぐ育成会

電話 :092-584-4374 FAX i092-584-4378

E― rnail:infOCIII■ (―ikusei.Org

]:::P:httpsi//11(_ikusei.org/

― インクルーシブ保育とは一

厚生労働省は2022年 12月 26日 、全国の保育主管課と障害児支援

担当課に向けて「保育所等におけるインクルーシブ保育に関する

留意事項等について」といった「事務連絡」文書を出しました。

その内容は、「認可保育所と児童発達支援事業所を併設するに

あたつての障壁となっていた省令の改正と施行について」でし

た。要は、障がいの有無で子育てを分けないという「インクルー

シブ保育」の推進が目的でした。これを契機に認可保育
鑢鐵 麹  4

所と児童発達支援事業所を併設した「多機能化モデル」が は勒
1きョ[各地に立ち上がることを期待したいものです。      メ1●、、

ご入会ありがとうございます
団体会員

0社会福祉法人 玄洋会

賛助会員

(願不同 。敬称略 )

男

志

ｎ
Ｈ

た
け

乗

■

砕
彫

＋
り

■
Ｕ

ｉ
↑

姜
Ｔ

上

奥

１０
月
８
日
、
九
州
地
区
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
九
州
大

会
福
岡
市
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
６
月
に

（
一
社
）
全
国
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
連

合
会
会
長
を
退
任
さ
れ
た
久
保
厚
子
前
会
長

（現
顧
間
）

に
対
し
、
九
州
地
区
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
連
絡
協
議
会

よ
り
感
謝
状

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
久
保
前

会
長
よ
り
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の

「
私
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
の
お
母
ち

ゃ

ん
で
す
」
の

一
言
に
１０
年
前
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま

し
た
。
そ
の
言
葉
を
初
め
て
間

い
た
の
は
、
平
成
２５
年

３
月
、
東
京
た
ば
こ
会
館
で
行
わ
れ
た
全
国
事
務
局
長

会
議
で
し
た
。

今
思
え
ば
、
そ
の
言
葉
は
、
育
成
会

の
原
点
そ
の
も

の
で
あ
り
、
育
成
会
活
動

の
出
発
点
だ

っ
た
の
で
す
。

半
世
紀
以
上
前
、
諸
先
輩
が

「
障
害
児

の
親
」
と
名
乗

る
こ
と
は
、
覚
悟
で
あ
り
、
障
が
い
児

の
権
利
擁
護
獲

得

へ
の
道
で
も
あ

っ
た
の
で
す
。

久
保
前
会
長
の
そ
の
言
葉
は
、
育
成
会

の
原
点
を
忘

れ
ず
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
「
家
族
」
と
し
て
、

共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
共
に
手
を
携
え
歩
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
と
、
私
た
ち
に
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

法
人
格

の
返
上
、
労
使
紛
争
、
任
意
団
体
、
そ
し
て

一
般
社
団
法
人
格
取
得
、
こ
の
１５
年
間
、
山
あ
り
、
谷

あ
り
の
連
続
で
あ

っ
た
で
し
ょ
う
。

「
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
」
の
光
は
、　
一
瞬
も
消
え
る
こ

と
な
く
、
今
も
輝
き
続
け
て
い
ま
す
。

久
保
前
会
長
に
感
謝
し
て

福
岡
県
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
　
会
員

一
同

編分

生協イトう

後号

言己き

て●■,,=ヽマヽ ■,で |ヽくマt

爆・,・ ,

いく せし` かし`   こと |ぎ     じ てん

育 成 会 の 言 葉 の 辞 典


